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行った。 8月の談話をどのように読むべきか、 日中関

係に必要な手立てとは何か説明したとこ ろ、 終了後

に多くの好意的な反応を得た。 また、 中国国営メデイ

アの記者の1人は、 筆者が東京大学大学院にて英語で

の集中講義を行ったときに北京大学より参加してお

り、 旧交を温めることもできた。 一部の例外を除き、

多くの参加者が真摯に、 そして極めて学術的な議論

をしていたことは印象的であった。

面京は日中関係に、 歴史学に、 そして日本人の良心

に多くを問いかける街である。 その地を訪れ、 歴史認

識について中国の人々、 また先輩研究者たちと率直に

議論できたことは貴里な経験となった。

（所員 法学部准教授）
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フォ ー ラムの運営には流ちょうな英語を話す多くの快活な南京

大学生が加わっていた




